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1. 研究の目的　 自然睡眠による古典的 な研究が多い

が測定法の開発され た今日再検討の余地が多い。 他方現

在 の睡眠研究は精神医学的研究が主で自然睡眠 の研究と

は言 えないも のが多い。我 々は生活学 としての家政学 の

立場 より自然睡眠 を再検討し， 日常 の生活行動や睡眠環

境との関係 を見ようとし た。

2. 方 法　体動 は敷 布団 の下 に設置し たマンシ ェット

の空気 圧の変動をクンブ ールで 自記記録した。被験者 は

健康 な成年女子1 名 に限定し ９月 より3 月に わた り日常

生活 の睡眠 の体動 曲線 を合計82本記録し，これを分析し

た。

3. 結果 （D 測定し た全例を まとめて分析する と体動

と睡眠深度 の経過 には逆 相関があり， 古典的 な研究 と一

致 する。

③し かし 日中の体行 を身体的 に３段 階，精 神的 に２段

階 に区分し，こ の組合 わせの６段階 に分類し て睡眠 の経

過を みると明確 に生活行動 に相 関す る睡眠 パターンがえ

られる。

②睡眠 の充足度 を５段階に区 分し て睡眠経過 を分類す

ると，充足度 と睡眠経 過の間にも相 関がみられる。

④睡眠環 境（特 に目覚めの時 期の明るさ）の睡眠経過

への影響 は体動 曲線 の上 に明 らかにみられる。


